職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
定員◯名の障害者支援施設（生活介護・施設入所支援）にて、生活支援員から指導員として◯年間、知的障害・精神障害のある利用者の日常生活支援と日中活動の運営を担当してまいりました。現在は担当◯名の個別支援計画の作成・モニタリングとケース会議の運営を受け持ち、支援手順を記録様式に落とし込んで職員間で共有する仕組みづくりに取り組んでおります。相談支援専門員や医療機関、行政との連絡調整、家族との定期面談も担当しております。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：定員◯名の障害者支援施設（生活介護・施設入所支援）を運営する社会福祉法人
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：社会福祉施設指導員
【担当業務】
・知的障害・精神障害のある利用者（支援区分◯〜◯）の食事・入浴・排泄介助および日中活動プログラムの運営
・担当◯名分の個別支援計画の原案作成、◯か月ごとのモニタリングと計画見直し
・ケース会議の日程調整と進行、支援記録のとりまとめと申し送りでの職員共有
・相談支援専門員・医療機関・行政との連絡調整、サービス担当者会議への出席
・家族との定期面談、体験外出やグループホーム見学の同行・調整
【実績】
・行動が不安定になりやすい利用者について記録を◯か月分整理し、日課の提示方法と声かけを手順書にまとめて統一したところ、対応のばらつきに関する申し送りが減少
・新入職員向けに記録の書き方と支援手順を確認するOJTチェックリストを作成し、独り立ちまでの確認漏れを減らせたと現場から評価を得た


■活かせる経験・知識・スキル
・個別支援計画の作成・モニタリング（本人の希望とストレングスを踏まえたアセスメント）
・構造化・視覚支援・環境調整を用いた行動面への支援
・介護記録システム（ほのぼのNEXT）への入力と記録様式の整備
・虐待防止・身体拘束に関する施設内研修の企画と実施
■資格
・社会福祉士（20XX年3月取得）
・強度行動障害支援者養成研修（基礎・実践）修了（20XX年X月）
■自己PR
利用者の行動の背景を記録から読み解き、支援手順として職員全員が実行できる形に整える点が私の強みです。行動障害のある利用者について、時間帯ごとの記録を◯か月分整理して環境要因を洗い出し、日課の提示方法と職員の声かけを統一した結果、不安定になる場面の記録件数が減り、職員から対応に迷わなくなったという声が聞かれるようになりました。入職後も担当ケースの記録を丁寧に読み込み、チーム内で支援の一貫性を保つ役割を担いたいと考えております。
以上
